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～Kawasaki City Archives News～ 

  震災直後の大正１２年（１９２３）９月７日と１２日の川崎駅の時刻表です。 

  大震災では、六郷の鉄橋が破壊されるなど、鉄道も大きな被害を受けましたが、 

 復旧は速やかだった様子が窺えます。(当初、被災者のため運賃は無料とされまし 

 たが、震災見物に多数の人が上京したため、この措置はほどなく停止されました。） 

  なお、これらの資料の展示を市役所本庁舎地下通路で行っています。 

第１６号 平成２２年３月 

９月７日川崎駅時刻表 ９月１２日川崎駅時刻表 
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原文書を慎重に一枚一枚にほど
き、撮影後元の状態に製本しな
おします。 

出来上がったマイクロフィルムです。 
１巻あたり約５００コマ撮影されてい
ます。 
マイクロフィルムは、現在、資料保存
の観点から整備を進めていますが、新
聞（川崎版）資料については、マイク
ロリーダーで閲覧できます。 

撮影は、専門業者のカメラマン
が、公文書館内に設置した撮影
ブースで行います。 

マイクロフィルムとは、紙文書等の情報を専用のフィルムに縮小撮影した

もので、一般的な写真撮影用のフィルムに比べ高解像度を持ち、情報の省ス

ペース性もあり、適正な管理をすれば１００年から５００年も保存できると

いわれています。 

また、改ざんが困難で、規格・撮影方法等がＪＩＳやＩＳＯにより統一さ

れているため互換性の点でも優れています。 

当館では、資料の保護、保存の観点から歴史的公文書、古文書、複製古文

書及び新聞（川崎版）のマイクロフィルム化を進めています。 

歴史を残す～マイクロフィルム 
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こもんじょの種 ④     

 江戸時代の文書には「候文（そうろうぶん）」という独特の文章が用いられて

いました。くずし字を解読するには、この「候文」に慣れることも必要です。今

回は、書道様式「御家流（おいえりゅう）」について説明したいと思います。 

 「御家流」とは、和様書道の流派の一つで、青蓮院流（しょうれんいんりゅ

う）または尊円流（そんえんりゅう）とも呼ばれ、鎌倉時代に青蓮院門跡 

尊円法親王（伏見天皇の第六皇子）が創始した流派を源流としています。 

この流派は、室町時代には和様書道の本流となり、またそこから数多く 

の書流が生まれ、江戸時代はじめにはなんと５０以上の流派に分かれ 

ていました。 

 江戸時代前期、この流派の書き手であった真言宗の僧松花堂昭乗 

（しょうかどうしょうじょう）が江戸に招かれ、幕府の右筆（ゆう 

ひつ）に書法を伝えたことから、御家流が幕府の公用書体に用い 

られるようになりました。 

 庶民教育にあたっても、江戸時代は御家流で書かれた往来物 

などの刊行物が寺子屋で用いられたため、全国的に普及し大衆 

化していきました。 

～ 江戸時代は、御家流？ ～ 

３月～５月 平和館共催 

       「大空襲記録展」 
 

 

９月     入門古文書講座 

                   （全３回） 
 

１１月   歴史講座（全３回） 
 

１１月      初級古文書講座 

  ～１２月        （全４回） 
 

  同    館内小展示 
 

１月        中級古文書講座 

    ～２月        （全４回） 
 

 同    館内小展示 
 

３月     歴史講演会（１回） 

  
 なお時期未定ですが、市役所、  

区役所での展示を予定しています。 

 

平成２２年度の予定 

平和館･公文書館共催 

候 
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 竣工４００年を迎える

「二ヶ領用水」沿いは、１月下旬から河津

桜・梅・桃・桜の花々の競演が始まるお散歩

ロードです。府中街道を渡る手前には、明治

時代「宮内学校」（現在の中原小・宮内小の

前身）があった「高願寺」があります。 

 さて、その向い、常緑の「オオイタビ」を

まとった公文書館では、市政資料や複製古文

書の閲覧ができます。花をめでた後、川崎の

歴史をひもといてはいかがでしょうか。 

◇開館時間 
 午前８時３０分から午後５時まで 
 

◇休館日 
 毎週月曜日 

 国民の祝日（国民の祝日が月曜日の場合は翌日） 

 年末年始（１２月２９日から１月３日まで） 
 

◇利用方法 
 市政資料室の資料は自由にご閲覧いただけます。それ以外の資料は、目録で検索し、事務室に申

し出ください。ただし、資料の外部への持ち出しはできません。 

 資料等の複写サービス（実費）は、館内のコピー機がご利用いただけます。 

 公文書の閲覧については、情報公開制度により行ないます。 
 

◇交通のご案内 
 【バスの場合】 

 ○ＪＲ南武線・東急東横線「武蔵小杉駅」バスターミナルから 

  市バス・東急バスとも「市営等々力グラウンド入口」下車すぐ 

 ○ＪＲ南武線「武蔵溝ノ口駅」・東急田園都市線「溝の口駅」駅前（北口）から 

  市バス・東急バスで「市営等々力グランド入口」下車 

 

 【徒歩の場合】 

 ○ＪＲ南武線「武蔵中原駅」から約１５分・「武蔵小杉駅」から約２０分 

 ○東急東横線「新丸子駅」から約１５分 

 公文書館にある複製古

文書は、所蔵者の許可を

得て公開しているもので

す。閲覧の際は、取扱い

に十分な注意をお願いし

ます。 

川崎市公文書館 
〒211-0051 川崎市中原区宮内４－１－１ 

電話  ０４４－７３３－３９３３ 

ＦＡＸ．０４４－７３３－２４００ 

E-mail 16koubun@city.kawasaki.jp 
ホームページ http://www.city.kawasaki.jp/16/16koubun         

今月の公文書館  


